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( 男 ・1 8 歳 ) 

2 等 空 尉 一 連邦 軍 準 厨 MS バイ ロッ ト 

連邦 航空 学校 の 航空 レス キュ ー 科 訓練 生 で 、 こ の 物語 
の 主人 公 。 理 想 家 肌 な と ころ が あり 、 軍 隊 に 対し て 基本 
的 に 嫌悪 感 を 抱い て いる 。 考え 方 の 面 か らい うと 、 連 邦 
寄り と いう より は 、 シ ャ ア に 代表 され る スペ ー ス ノイ ド 
(宇宙 移民 ) 寄り と いえ る 。 父 親 は 1 年 戦争 で 連邦 軍 に 
召集 され 戦死 し て いる 。 

空 学校 で は 、 そ の 高速 機動 性 を 生か し て 海難 事故 の 
救助 活動 等 に あたる TMS--007RH (Z ガ ンダ ム の 救 
助 任務 型 ) の バイ ロッ ト を 目指 し て 、 タ ング ラム 訓練 機 
(TMS の 練習 機 ) で 訓練 の 最終 段階 を 行っ て いた 。 C こ 
TMS-007R を 配備 する 予定 の 連邦 保安 庁 航空 部 隊 
に 仮 所 属し て いる 。 


2 








( 女 ・1 9 歳 ) 
1 等 空 尉 一 連邦 軍 少尉 MS バイ ロッ ト 

連邦 航空 学校 の 車 養成 科 訓練 生 。 優 秀 な バイ ロッ ト で 
ある が 、 多 少 自 己 中 心 的 で キン い 性 格 。 良 くも 悪く も 、 
軍 系 訓練 生 の 代表 的 存在 で あり 、 ア デル と し ば し は ば 対立 
する 。 ア ムロ ・ レ イ に 憧れ て る 可愛 い 一 面 も ある (も ち 
ろ ん 面 識 は な い が ) 。 自 慢 の 長髪 を 束ね て る 事 が 多い 。 

量産 型 ア ガン ダム の 第 1 級 バ イロ ッ ト を 目指 し て 、 や 
は り TMS 練 習 機 で 最終 訓練 中 で ある 。 学科 ・ 実 技 と も 
に 成績 は 常に トッ プ で 、 自 他 共 に 認め る 艇 オ 。 

現在 、 編 成 が 急 が れ て いる ロン ド ・ ベ ル 隊 へ の 編入 を 
希望 し て いる 。 


ロゴ 1 り VdVHO 


較 H1OVdVHO 諾 謀 拓 





( 男 ・2 8 歳 ) 
航空 専任 教官 (連邦 還 大 尉 ) つ 代 理 幡 長 

連邦 航空 学校 で は アデ ル 達 の 教 訪 だ っ た の だ が 、 基 地 
を 脱出 し た イル ニー ド の 中 で た また ま 最 高位 だ っ た の で 
代理 艦長 と し て 指揮 を 取る こと に な っ た 。 割 と 理解 力 が 
あり 、 何 か と 対立 し が ちな 訓練 生 二 派 を 上 手 く 取り ま と 
め て いる 。 1 年 戦争 時 は 、 コ ア ・ ブ ー ス ター 隊 の エー ス 
バイ ロッ ト で あっ た が 、 戦 後 は その リベラ ル で スペ ー ス 
ノイ ド 寄 りな 考え 方 か ら 、 そ の 能力 ・ 功 績 に 反し て 航空 
学校 の 教官 に 左 息 され て いた 。 長 身 で 女子 訓練 生 の 人 気 
も 高い 。 
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ジェ シシ 力 .( 本 名 . セ ラー ナ ・ カ ー ン ) 


( 女 ・21 歳 ) 

今 は 亡き ジオ ン の 副 総 帥 と 同じ 名 門出 身 の ジ オン 高級 
官僚 (外務 次 官 ) だ が 、 副 総帥 と は 逆 に 地球 圏 と スペ ー 
ス ノ イ ド の 融和 を 目指 す 、「 ジ オン 移 健 派 」 の 人 物 。 ジ 
オン 内 の 派閥 の 内 紛 が アー ス ノ イ トド (地球 住民 ) の 粛 正 
を 掲げ る 「 ジ オン 強 人 硬派 」 の 勝利 で 終結 し よう と する 直 
前 に 、 連 邦 軍 I 旧 エッ ゥ ー コ 勢力 と 接触 を 計り 、 地 球 に 降下 
する 。 何 と し て も 彼女 の 最後 の 和平 工作 を 阻止 する た め 
に 、「 ジ オン 友 遼 派 」 は 智 将 シ ンク レア 少佐 率い る 第 31 
降下 MS 大 隊 に 追撃 命令 を 下 し 妨害 、 し か し 彼女 は 座 機 
を 沈め れ て か ら は 、 イ ル ニ ー ド に 身分 を 隠し て 避難 民 と 
し て 乗り 込ん で 、 作 戦 を 続行 し て いる 。 

ハマ ー ン ・ カ ー ン と 似 て 冷静 沈着 な 思考 力 を 持つ が 、 
も っ と 堆 囲 気 は 柔らか い 。 ハ マー ン と の 関係 は 不明 。 














2 等 空 尉 一 連邦 車 準 言 MS パイ ロッ ト 

アデ ル と 同じ く レ スキ ュー 科 の 訓練 生 。 あ まり 物事 を 
深く 考え な い 性 格 で 、 非 常に 明る い 。 あ まり 格好 良く は 
な い が 、 本 人 は 気 に し て は いな い 。 い つも の アデ ル と ラ 
イサ の 喧嘩 を 止め る の は 、 彼 の 重要 な 役目 で ある 。 





・1 8 歳 ) 


2 等 空 尉 一 連邦 車 準 言 MS バイ ロッ ト 


根っから の 飛行 機 好き な 民間 系 訓練 生 、 ち ょ っ と 線 が 
細く 、 メ ガ ネ が トレ ー ド マー ク の 好 青 年 。 ラ イン バイ ロ 
ッ ト (民間 航路 の 旅客 、 運 送 ) を 目指 し て いる 彼 は 車 系 
バイ ロッ ト 訓 練 生 か ら 1 段 下 に 見 られ て いる が 、 明 る く / 
ー 生 懸命 に 物事 に 当たる 姿 は 皆 に 好感 を 持た れ て いる 。 4 
ハー ドウ ェ ア 方 面 に 明る く 、 正 規 整 備 員 の 半減 し た イル 


ニー ド の M S 整 備 陣 の 貴重 な 戦力 と な っ て いる 。 















人 


0 歳 ) 


1 等 空 尉 一 連邦 軍 中 尉 

MS パイ ロッ ト 

車 系 の 訓練 生 で あり 、 な か な 
か ルッ クス の 良い 青年 で ある が 、 
その ぶん 自意識 が 強く 、 や や 協 
調 性 に 欠く 面 も も る 。MS も 女 
性 関係 も それ な り の 技量 を 持っ て いる の だ が 、 単 独 
行動 に 走り が ち で 周り か ら ひ ん し ゅ く を 買う 場合 も 
多い 。 現 在 、M S は 最終 実技 試験 、 女 性 は ライ サ に 
アタ ッ ク 中 で ある が 、 後 者 は 苦戦 中 の 模様 で ある 。 






( 男 ・1 9 歳 





私 /。 0 3 等 空 尉 一 連邦 軍曹 長 MS バイ ロッ ト 
カル 4 系 の 訓練 生 の ひと り 。 が っ し り し た 体育 系 青年 
_ で 、 連 邦 航空 学校 に 来る 前 に は ハイ スク ー ル で 「 ジ ュ ド 
ー 」 な る 格闘 技 を し て いた 。 彼 の 親 は スペ ー ス コロ ニー 
ーー で 大 農場 を 営ん で お り 、 ロ ンド ・ ベ ル 編 入 希 望 の 理由 も 
父親 の コロ ニー を 守り た いと いう 意識 か ら な の だ ろう 。 
一 見 ご つく て 近寄り が た い (雰囲気 は ある の だ が 、 本 来 は 
気 は 優し い 。 同 じ 軍 系 の ライ サ と も 気 が 合 っ て いる 。 将 
来 は バイ ロッ ト も こなす 士官 ・ 艦 長 に 憧れ て いる 。 




















デ 


ロゴ 1OVHVHO 


ロゴ 1JVdVHO 
























(・ ] 7 歳 ) 


3 等 管制 官 つ 連邦 軍 伯 長 オペ レー ター 

民間 系 の 訓練 生 で 航空 管制 官 を 目指 し て いた 関 
係 か ら イ ル ニ ー ド の 戦術 管制 オペ レー タ を 務め る 
ハメ に な る 。 多少 ブッ 飛ん で いる と ころ も あっ て 

リー 代理 艦長 を ア 然 と させ る こと も ある が 、 本 
来 頭 の 回 転 は 早い 。 訓 練 学校 時 代 は 管制 科 の アイ 
ドル だ っ た が 、 こ こ で も 男 達 に 人 気 が 高 い 。 畑 違 
い の 任 務 に 当初 は 困惑 する が 、 次 第 に その 能力 を 
発揮 し イル ニー ド MS 中 隊 の 「 お 母さん 」 と し 
て 活躍 する 


( 男 」 4.0 歳 ) 


曹長 イル ニー ド MS 整 備 士 
イル ニー ド 正 規 ク ルー の 生き 残り の 一 人 。 メ カマ ン と 
し て の 上 自分 の 技量 に 絶大 な る 自信 を 持っ て いる 。 正 規 の 
整備 土 や MS クルー は 半 航 上 陸 時 の 奇襲 で 激減 し 、 彼 と 
リー 中 尉 が 1 番 の 古株 と な っ た 。 今や 旧式 と な っ た 
MS、GM シ リー ズ に 限り な い 愛 着 を 抱い て お り 、 彼 の 
前 で GM の 悪口 は 厳禁 で ある 。 歳 より だ いぶ フケ て 見 え 
る が 、 当 然 こ れ も 禁句 で ある 
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H ヨ 1OVdVHO 諾 球 拉 
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( 男 ・5 4 歳 ) 





大 厨 補充 兵 MS パイ ロッ ト 
連邦 の 中 央 基地 に 寄港 し た 際 に 、 配 属さ れる 。 通称 は 
「 お や っ さん 」。 退役 ギリ ギリ の 老兵 で ある が 、 歴 戦 の 
猛者 で も ある 。 1 年 戦争 時 は ケリ ー 代 理 艦長 の 上 官 で 、 
ケリ ー も この 人 に は 頭 が 上 が ら な い 。 


へ 
3 へ 


へ 、 









中 尉 補充 兵 MS パイ ロッ ト 

ワイ ズ マ ン と 共に 、 後 半 に イル ニー ド に 配属 され る 。 / 
正規 軍人 の 少な い イ ル ニ ー ド の 中 で 、 と も する と 自分 が 。 
気 負 っ て し まう 。| 旧 カラ バ の M S パイ ロッ ト で あり 、 そ 
の 技量 は な か な か の も の で ある 。 










陸 将 補 イル ニー ド 正 規 艦 長 
連邦 軍 l 旧 エッ ゥ ー コ 勢力 の 代表 的 人 物 
の ひと り 。 保身 に 凝り 固まっ た 連邦 車 
上 層 部 内 で 唯一 ビジ オン 軍 と の 積極 的 和 
平 を 指向 する 人 物 で ある 。 ロ ント トド ・ べ 
ル 隊 創設 に あたっ て も 、 テ ィ タ ー ン ズ 
化 を 懸念 し て ブラ イト 中 佐 以 下 の 旧 エッ ゥ ー コ 部 隊 を 中 
核 と する こと に 固執 し た 。 
現在 は 意識 不明 の 重体 で あり 、 彼 を 失っ た こと に よ 
り 連邦 軍 内 の 改革 派 は 大 きく 後退 する こと に な る 。 


ん 」 と 言い 張っ て いる が 





し 2 0 放 衣 衝 衣 雪 】 


少佐 連邦 軍 第 2 05 補 給 大 隊 隊 長 

大 型 輸 送 機 ミ デア ァ 改 を 駆る 空中 機動 補給 部 隊 の 隊長 。 
待ち 伏せ 攻撃 (アン ブッ シュ ) に あっ た 輸送 部 隊 の 末路 
は 悲惨 だ が 、 運 が いい の か 、 実 力 な の か 、 彼 女 の 指揮 す 
る 輸送 機 部 隊 は 1 度 も アン ブッ シュ され た こと が な い 。 
前 線 の 兵士 の 信頼 も 厚く 、 親 愛 を こめ て つけ られ た コー 
ド ネ ー ム は 「 フ ァ ッ ト ・ ダ ッ グ 」。 イ ル ニ ー ド の クル ー 
に も 人 気 の あ る 、 気 の いい オバ さん (本 人 は 「 お ね ー さ 


( 女 ・3 6 歳 ) 
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ロコ 1OVHVHO ii: 


ロゴ 1OVHVHO 








( 男 ・2 7 歳 ) 
少佐 ジオ ン 第 3 1 降下 MS 大 隊 隊 長 
ハマ ー ン の 親衛 隊 も 務め た ジオ ン の 青年 士官 で 、MS 
の 腕 は 超 一 級 で ある 。 シ ャ ア の 思想 に 共鳴 し 、 ス ペー ス 
ノイ ド の 解放 を 信じ て 戦っ て きた が 、 ジ オン 上 級 官僚 で 
あっ た 父親 が 派閥 争い で 暗殺 され て 以来 、 や や 違 折 し た 
信念 を 持つ よう に な っ た 。 彼 の 父親 は 「 ジ オン 強硬 派 」 
で あり 、 セ ラー ナ を は じ め と し た 「 ジ オン 穏健 派 」 が 、 
父 を 暗殺 し た と 思い 込ん で いる の で ある 。 
全車 を 掌握 し た 強硬 派 の 特命 を 受け 、 指 揮 下 の 精鋭 、 
1 個 大 隊 を 率い て セラ ー ナ を 追撃 、 地 球 に 降下 し た 。 
















中 佐 ジオ ン 第 6 海兵 MS 戦闘 団 師団 長 二 馬 〆 

1 年 戦争 以来 、 ず っ と 戦い 続け て きた ジオ ン 潜 水 能 隊 
の 実力 派 指揮 官 で 、 兵 士 か ら 絶大 な 信頼 を 寄せ られ て い 
る 水陸 両用 戦 の ベテラン 。 指 揮 下 の 部 隊 は 、 制 空 権 な き 診 
海上 で の 通商 破壊 戦 を ゲリラ 的 に 行っ て きた (要する に * 抽 呈 
海賊 行動 ) が 、 0 0 8 8 年 の 地球 再 侵攻 作戦 時 に 新型 の 
MS を 大 増強 され 、 最 強 の 水陸 両用 の 戦闘 能力 を 持つ に 
至っ た 。 地 球 降 下 し て 間 も な い エリ ー ト 然 と し た シン ク 
レア 少佐 と は 、 お 互い ソリ が 合わ な い 。 













誠 N 
EE 提 ま 


WW 
Bo だ 
に 


6 8 歳 ) 


将 車 ジオ ン 地 上 残党 車 西部 方 面 隊 総 監 
地上 ジオ ン 還 の 西部 戦線 の 総 指揮 官 で ある 。 ジ オン の 
上 層 部 の 地球 撤退 方 針 に 反対 の 立場 を 取っ て いる 。 連邦 
還 と も 何やら つなが り を 持つ らし い が 、 詳 細 は 不明 、 地 
上 ジオ ン 軍 の 実力 者 と し て 、 本 来 指揮 権 の 無い ノイ マン 
中 佐 の 海兵 隊 も 、 そ の 傘下 に いれ て いる 。 








回 問 且 本 且 竹 摘 重 曲 朋 用 用 多め 多久 物 多 多久 用 ク 有 ク ク の 久 ク ク ク ク ク 有 ク クタ ク ク ク の 久 多用 久 多 多 


今回 は 、 イ ラス トレ ー タ ー で あり 、 マ ン ガ 
家 で も ある 近藤 さん の MS の 世界 を 詳し く 聞 
か せ て も ら う た め 、 イ ンタ ビュ ー を させ て 頂 
きま し た だ 。 


チャ ー リ ー 座 チチ も を る お 始め まし て 。 
今回 灯 じ し く ガ ンダ ム め SL G③ を 作る に 当 
り 。、 立 ひと お 近藤 さ の の M 計 の 世界 を 参 
考 に ざさ 共 で 頂き だ いで 思い まし て 」 


近藤 ( 以 ド 近 * た 「 どう も 放 僕 は 、、M S と いう 
の を 、.M'S. さ も で 特別 な 物 と いう 風 に 見 
る より (兵器 どじ で 体系 付け され た も の 
と じじ で みた か つづ だ ん で す 。 ジ オン の 下 興 
は か な 好き に や ちせ て も ら え た の で 、 
その 辺 は 参考 に る か な 」 


チ 「 兵 器 と は ダ と 、 ど うき っ た 感 族 で …・? 」 


近 「 も と も と MS と いう の は 、 戦車 の 発展 型 
た 思 プ ん だ 。 だ た だから. 戦車 部 火 を 倒す 
に ば すご こく 適し て いる と 思う 。 だ けど 、 
歩兵 を 制す る に は 、 や は り 戦 車 の 面 制 圧 
の 考 が 効果 的 だ し 。 コ ス よ 面 で も 安く な 
る と 思う 。- 更 に 都市 の 制圧 と か その 土地 
を 領地 に する た め に は ~ 歩兵 の 面 制圧 だ 
と 思う か ら 、 た と え M S が どん な に 発展 
し て も 、 戦 車 と か 歩兵 は 絶対 に な く な ら 





ーー 


近 「 そ う で すね 。M S 師 団 と いう の は 、MS 


が 存在 する 師団 っ て いっ た 方 が いい か も 
し れ な い 。 そ れ に 、 部 品 不 足 か ら どん ど 
ん 使え そう な 部 品 を 使っ て 行く か ら 、 マ 
イナ ー チ ェ ン ジ っ ぱ ぽく 見 える 事 を よく や 
る ん じゃ な いか な 」 


チ 「 そ の 最前 線 を 描く た め に は 、 物量 で 攻め 


る 連邦 軍 よ り は ジオ ン の 方 が よい と 言う 
の です 2007 1 


近 「 そ う 。 た し か に 最初 は ジオ ン 軍 が 、M S 


の 発達 ・ 技 術 力 の 面 で 戦局 を 握っ て いた 
ん だ けど 一 定 ラ イン まで いく と 、 や は り 
物量 で 優れ る 連邦 軍 が 押し て くる 。 さ ら 
に 、 技 術 面 が 上 が れ ば 上 が る ほど 、 最 前 
線 は 稼動 率 が 下がっ て し まう 」 


チ 「 そ れ を 補う た め に 、 ゴ ブリ ンタ イブ みた 





な いと 思う ん で す 。 そ れ に コス ト の 高い 
MS を 整備 する に も 、 最 前 線 で は 難し い 
ハズ な の で そん な に 数 は だ せな いん じゃ 
な いか な ?」 


チ 「 で は MS 師団 と は どん な 感じ に な る の で 
し ょ うか が? 」 
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いな MS が 出 て くる わけ で すね 」 





















近 「 も と も と ゴブ リン っ て いう の は 応急 で 作 
っ た MS だ か ら 、 も と も と ある マラ サイ 
な ど に は 、 全 体 の 能力 で は か な わな い 、。 
た だ 、 コ スト パフ ォ ー マ ンス の 良さ 、 一 
部 の 能力 の 高 さ な どか ら ど ん どん 増え た 
っ て いう 感じ か な 。 数 の 不足 を 補う た め 
に 」 


チ 「 で は 、THE ・OII に 代表 され る 大 型 か 
つ 強 力 な M S と は どん な 感じ で 配備 され 
る ん で し ょ うか ?」 


近 「 ま あ 、 あ の 強大 な MS の 運用 の され か た 
は 1 機 で も 妥 秦 を 攻略 で きる 、 ど ちら か 
と いう と 、 エ ー ス バイ ロッ ト が 使う 優秀 
な 機体 な ん で す 。 た だ 、M S は 兵器 だ か 
ら 壊 れ な いと いう 事 は 絶対 に な いわ け で 
いつ か は 破 壌 され て し まう 。 だ か ら 全て 
の MS が TO に な る 事 は 有り 提 

ほ ガ ンダ ム 1 様 で 戦 






四 き ぎる わけ な いん で 
の MMS か 
6 
いあ こ 4 リヒ ・O 
で 数 に 和 ) 打ち 出来 な 
楽屋 オチ 的 な 話 な 
DP っ て の は 、 実 は 
ボ め こめ に 考え た M 
Q の デザ イン 
の が プ ダ な わ 
らい き な ひ プレ 
\ す ぎる の で 


用 ( 舌 
7 こつ 
/ ーー い 


Me 
SN 


や ペ ーーーーーー 


チ 「 な る ほど 。 で は 、 
マン ガ を 見 て いる 限り か な り 特 殊 な 運用 
を され て いる よう に 思う ん で す が ・? 


連邦 の Z な ん で すけ ど 


近 「 そ う 。Z ガ ンダ ム っ て いう の は 変形 で き 
る か ら 、 構 造 的 に 接近 戦 向き じゃ な いと 
思う - 0 すごく ある か ら ジ 
キジ の 後に 3 BS 






5 誠 ら ジオ ン の 方 が 有 


、 
AN 


( GR 


空間 ん ゝ ん で 


近 『 い や 、 es 
まで は ある だ ろう 1 


だ 、 昔 


し っ 市 
博 が 有効 ) ー - つ た 


mr の と: ーー 


の の 1 は 後 yo-M S が 攻 委 する 方 = た ろう 
′ プ 7 ンー X 
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八 ゴ ハロ ヨ TNI 


チ 「 そ うそ う 、 近 藤 さ ん は 、 マ ラサ イ ・ ギ ャ 


プラ ン と 、T V で は 連邦 の ティ ター ンズ 
で あっ た MS が ジオ ン 軍 側 と し て 出 て き 
ます けど 」 


近 「 あ れ は 、 テ ィ タ ー ン ズ っ て の は も う 、 ジ 


オン の ノリ で し ょ 。 た し か 、T V の 則 設 
定 で も 、 幹 部 は ジオ ン の 残党 だ っ て いう 
の が あっ た ん じゃ な いか な 。 MS に し て 
も ジオ ン の デザ イン だ し 。 ハイザック な 
ん て 使っ て た けど 、 た し か に ジオ ン の M 
S を 使う 場合 わあ る か も し れ な いけ ど 、 
それ な ら ジ ム を 発展 させ た 方 が 絶対 有利 
だ し 、 パ ー ン ツ 面 と か で も 困ら な い ハ ズ だ 
し ね 。 で 、 僕 は ジオ ン と し て し まっ た わ 
け ( 笑 ) 」 


チ 「 確 か に ジオ ン の 方 が し っ くり くる ( 笑 ) 


SN、 
gr ウォ ン っ て og、 eg4cA 










か に 、 技 術 力 と か すご いん だ けど 絶対 民 


負け て し まう 。 勝 て な いわ け ね 。 日 本 人 


的 な 心理 と し て 、 負 け て る 方 を 応援 し た 
く な る 。 だ か ら ジ オン は 絶対 に 勝っ て は 
(いけ な い ( 笑 ) 」 


チ 「 ジ オン は 第 2 次 世界 大 戦 の ドイ ツ 的 雰 囲 


気 が あ る ん じゃ な いで すか ? 」 


近 「 た し か に 僕 も ジオ ン の 再興 で は 、 か な り 


意識 し て 描い て いる 。 あ の 技術 力 が すご 
い の に 絶対 に 勝て な い ト コ と か 」 


チ 「 技 術 力 と 言う と 、G 1 の エル メス タイ プ 


と か 、G2、G3 と か の ニュ ー タ イブ 専 


用 機 な ん か は 、 ど うな る ん で し ょ うか ? 」 


近 「 あ れ は 多分 、 独 立 し た ニュ ー タ イプ 部 隊 


みた いな 所 に 配備 され る ん だ ろう ね 」 


チ 「 で は 、 一 般 の 部 隊 に 配備 され る 事 は ? 」 


近 「 な いで すね 。 現 代 の ステ ルス 機 で さえ 、 


ちゃ ん と ステ ルス 捨 乗 員 と し て 訓練 され 
た 部 隊 に し か 配備 され な い 。 ま あ 、 そ れ 
だ け 、 特 殊 な 機体 で は ある ん で すけ ど 。 
現代 で も そう いう 事 が 必要 で ある の に ニ 
ュー タイ ブ プ 専 用 と な る と すご こい 訓練 に な 
る で し ょ う 。 更に 、 ニ ュー タイ プ と 呼ば 
れる 人 し か 使い こなせ な いわ け だ か ら 、 
10 0% の 能力 が 発揮 で き な い 」 


の 委 


ULUUAUOUAUAILUILIALIIILIILIIIIIILIIILIIIIIIILIILIILIIL II 補 0 


( 7 / 1 H 計 。 "⑪ 
1 ん 」 | と 
ぬ ) [ / [ こら) 
1 _】 」 ンプ 
ジテ や 











チ 「 な る ほど 。 た し か に エル メス に し て も G 


3 に し て も 、 一般 兵 に は 扱え な いと 思い 
ます し ね 」 


近 「 僕 の マン ガ は M S の 体系 が T V 版 と は 少 
し 違う ん で 、 分 か り に くい か も し れ な い 。 


で も 、T V 版 で 敵 と し て 出 て 来 た M S・ 
MA は 、 基 本 的 に は ジオ ン の 流れ と いう 


か 、 ジ オン っ ぽ さ を 持っ て る わけ で し ょ 。 
で も 、 連 邦 軍 の ティ ター ンズ の 時 も ある 。 


そこ を ジオ ン 軍 に する 事 で 、 僕 な り の 整 
理 を し た つも り で す 」 


チ 「 と ころ で ジオ ン の 再興 で は 、 航空兵 力 が 


Z ガ ンダ ム と ギャ プラ ン く らい し か 出 て 
まま 提 0。 ぐれ は で うし て な ん でしょ 
の 二 2 


近 「 出 て 来 ま せん ね っ ー- ( 笑 ) 。 で も 、 あ る ハ 


ズ な ん で す よ 。 実際 は 。 た だ た 、 あ の TV 
の 中 の 飛行 機 は 、 ど う 見 て も 宇宙 戦 専 用 
の 飛行 機 に し か 見 えな く て 、 地 上 を 飛ぶ 
よう に は 思え な い 。 だ か ら 、 ド ッ プ と か 
は 飛ば し た く な か っ た ん で す 」 


チ 「 マ ゼラ アタ ッ ク な ん か 、 砲 塔 だ け で 飛ん 


じゃ いま すか ら ね 」 


近 「 あ の アイ ディ ア は 好き だ な ぁ 」 


チ 「 た し か 、 ミ ノ フフ スキ ー ク ラフ ト と か いう 


飛行 方 法 で みん な 飛ぶ ん で す よ ね 」 


近 「 そ う 、 戦 艦 まで 飛ん じゃ う 。 そ の ミノ フ 
スキ ー 粒 子 で 、 レ ー ダ ー も きか な い 。 結 





局 、 有 視界 戦闘 に な る 。 と 、 飛 行 機 よ り 
MS の 訪 が 絶対 に 有利 。 と まあ 、 こ ん な 
感じ か な 」 


チ 「 そ うい えば 、EWAC ザ ク と か あり ます 
けど 、 あ れ は ジオ ン の 再興 に は ある と い 
う 設 定 な ん で すか ? 」 


近 「 い る で し ょ う 。 き っ と ミノ フス キー 粒子 
の 濃度 の 濃い 所 を 調べ る ん で す よ ( 笑 ) 」 


チ 「 ミ イラ 取り が ミイ ラ に な る パタ ー ン で す 
ね ( 笑 ) 」 


近 「 ま あ 、MS に つい て は 戦争 が 起こ ら な き 
ゃ 発展 し な か っ た と 思う し 現代 で も そう 
な ん だ けど 、 結 局 戦争 っ て の は 機械 を 発 
達 さ せる に は 丁度 いい の か も し れ な い 。 
今回 の 湾岸 戦争 の ステ ルス 機 も そう だ し 
ね 。 た だ 、 そ の 機械 を 利用 する の は 人 間 
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1 年 戦争 時 の 傑作 機 の 1 つ 、 ズ ゴ コ 






ザク II の 砂漠 仕様 の 機体 で あり 、 
局 地 戦 用 仕様 | 
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| WM 」 
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/50U は E 型 


同じ く 前 線 の 兵士 に 1 
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ザク II の 制 海 戦 用 バリ ェ ー シ ョ ン 。 出力 
不足 が 問題 だ が 、 あ る 程度 の 陸上 戦闘 も 
可能 な 水陸 両用 M S で ある 。 海 兵隊 に 重 
点 的 に 配備 され て いる 。 


/AKK 水 陸 両 用 弄 
ザク 水陸 両用 弄 





HYGOG 改 
ハイ ゴッグ 改 








MSM-03C : 
ジオ ン 軍 


MSM- 0 3 の 全面 改装 型 を 更に 出力 向 
上 させ た 機体 で 、 そ の 水中 で の 戦闘 力 は 
圧倒 的 で ある 。 海 兵隊 M S 部 隊 の 指揮 官 
機 と し て 、 現 在 も 実戦 配備 中 。 
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ゴ ヨゴ VLVO 


ss MO- り コロ DWADGE 後 期 型 
ssss= ジオ ン 車 ド ワ ッ ジ 後 期 型 














ーー 


ピコ 
三 


1 年 戦争 後期 か ら 地上 戦 の 主力 M 
S と し て 活躍 し た ドム の 性 能 向 上 
型 。 本 機 は 大 戦後 に 再 設計 され た 
機体 で 、 や や 旧式 な が ら 各 戦域 で 
活躍 中 で ある 。 





「 星 の 層 」 作 戦 に 参加 し た こと で 
有名 な 機体 で ある 。 接 近 戦 に は 不 
向き だ が 主 装備 の 3 6 0 mm 砲 は 
全 支 援 型 M S の 中 で 最長 射程 ・ 最 


時 ZN を 計 る 


mmmmmm 。 作 人 4 


DUMPLU ら 支援 型 MS-U09F8 
ドム ブラス オン 車 ii53 


ノノ 





名 機 ド ム の 改造 型 で 中 距離 支援 タイ プ の 
MS で ある 。 連装 キャ ノン 砲 を 標準 装備 
し た 結果 、 機 動 性 は 低下 し た も の の 、 火 
力 は シリ ー ズ 最高 と 評 さ れる 。 
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| 
| | 


換 さ れ て いる 。 
し 


地上 型 汎用 M S。 ザ ク と の 互 
高 


MS-06 の 後継 機 と し て 開発 さ 





HIZACK DU 央 
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MARHASAI| H 
マフ サイ H 
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っ て いる 。 


機体 各部 の ジョ イン ト 


れ # 
換 性 は 


: MS- 1 0 ヨ A 


こい 











MS の 絶対 量 が 不足 し た ジオ ン 軍 
が 、 生 産 性 を 最 優先 に 開発 し た 機 
体 。 だ が 性 能 は 予想 を 上 回 り 、 量 
産 機 に 指定 され た 。 マ ラサ イ の 廉 
価 阪 と も いえ る 。「STUK A] 


ジオ ン 還 主力 M S と し て 開発 され 
た 新鋭 量産 型 汎 用 MS。 火 力 ・ 装 
皿 ・ 信 頼 性 と も に 申し 分 な く 、 各 
、 部隊 で 逐次 機種 転換 が 実施 され て 

いる 。 


っ 1UKA MS- 109D 
オン 車 


2 
I 
す 





予想 を 上 回 る 高 性 能 を 発 押し た 軽 MSG 
OBL IN の 砂漠 戦 仕様 。 砂漠 で の 機動 
力 は 、 他 の MS を 圧倒 し た 。 こ こ に 来 て 
「STUK A」 シ リー ズ は 、 駆 逐 型 M S 
の 有効 性 を 見 せつ けた 。 


白兵戦 能力 | 索敵 能力 
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宇宙 戦 用 の 試作 機 を ペー ス に 開発 され た 
重 装甲 ・ 重 武装 の 要 秦 攻 略 用 地上 型 M 
S 。 砂 漠 戦 仕様 の 本 機 は 、 ご く 少 数 が 生 
産 さ れ 、 前 線 に 投入 され た 。 
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OHX-005 GAPLANT 
ES ジオ ン 宣 ギャ プラン 





制 空 用 可変 MS ギャ プラ ン の 飛行 形態 で 
その 空戦 能力 は 量産 型 Z ア ガン ダム を 凌ぐ 。 
ジオ ン 軍 の 制 空 戦 闘 部 を 中 心 に 配備 が 
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II II Il 


BAPLANT 。 。 。 。 。 OoRXCO5i 
ギャ プラ ン ジオ ン 軍 


量産 の 開始 され た Z ガ ンダ ム に 対抗 する 
た め 開 発 さ れ た 制 空 用 可変 M S。 脚 部 の 
構造 上 、 地 上 機動 力 は 低い が 、 そ の 対空 
能力 に は 引 る べき も の が ある 。 
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1 年 戦争 終結 後 も 、 通 商 破壊 戦 な 
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強力 な 主砲 で 歩兵 や 補給 
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M S や 戦闘 車両 を 装備 し て いな い 
軽装 備 の 戦闘 部 隊 で ある 。 損 点 防 
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御 や 要 地 の 占領 | 
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長 射程 の 自 走 砲 を 装備 する 火力 支 
援 部 隊 で ある 。 支 援 型 M S の 無い 
部 隊 で は 威力 を 発揮 する 。 防 御 力 
が 皆無 な の で その 運用 に は 注意 が 
必要 で ある 。 
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地球 上 に 残さ れ た 重要 な 損 点 を 防 
衛 す る た め に 設置 され た 固定 砲台 
で ある 。 高 出力 レー ザー に よる 対 
空 ・ 対 地 両用 の 強力 な ビー ムカ ノ 
ン を 装備 する 。 
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する 強力 な 艦艇 で ある 。 や や 旧式 
に な りつ つ あ る が 、 ジ オン 軍 に は 
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リー \ を 全 減 で きる . 
思 ーー 計 
62 7 


本 半 軍 カ ター イデ 言 完 明 


「 部 隊 」 

戦闘 車両 、 歩 兵 な ど で 構 成 さ れ た 部 隊 の 移動 タイ ブ 。 
道路 以外 は 満足 に 移動 で せき な い 。 た だ し 山岳 に 登れ る 。 
「 汎用 」 

あら ゆる 地形 で 活用 で きる MS の 移動 タイ プ 。 
各地 形 の 専用 の MS に は 、 ど うし て も 劣っ て し まう 。 
「 砂漠 」 

砂漠 に お いて 機動 性 が アッ プ す る MS の 移動 タイ プ 。 
「 寒冷 」 

砂漠 に お いて 機動 性 が アッ プ す る MS の 移動 タイ プ 。 
「 水陸 」 

海 を 高速 で 移動 で きる 、 水 陸 両 用 MS の 移動 タイ プ 。 
地上 で の 機動 性 は 劣 書 。 


「 航空 」 
空 を 飛ぶ 兵器 の 移動 タイ プ 。 どの 地形 も 関係 な く 移動 可能 。 
「 陸 艇 」 


陸上 用 の 大 型 兵器 の 移動 タイ プ 。 

機動 性 は 悪く 、 河 川 を 渡れ な い 。 

「 艦艇 」 

水上 用 の 兵器 の 移動 タイ プ 。 も ちろ ん 地上 は 移動 で き な い 。 
「 可変 」 

TMS の MS 形態 。 汎 用 MS と 変わ ら な い 。 
「WR」 

TMS の 飛行 形態 。 航 空 兵 器 と 変わ ら な い 。 
「 航 骨 」 

航空 戦艦 、 航空 兵器 と 変わ ら な い 。 

「 潜 水 」 

潜水 艦 。 地 上 、 河 川 に 侵 人 人 できない 。 
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